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介護老人保健施設 相川愛広苑

• 職員数９３名

医師２ 看護１５ 介護５0 リハビリ12 管理栄養士1・・・

• 入所定員：１５０床 年間平均 １４７床/日をご利用

• 通所定員：３５名 月～金曜日 年間平均利用者数28名/日

   送迎エリア 金泉～二見 沢根～佐和田・八幡

• 訪問リハビリ：月平均350件のご利用。

  エリア 金泉～国仲～両津あたりまで
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「“老健”って何？」
社会保険研究所より出典



「“老健”って何？」
社会保険研究所より出典



「“老健”って何？」
社会保険研究所より出典



• ICT機器の活用 → 記録作成アプリや下記のような機器導入

センサーマット タブレット端末での記録 インカム

課題1：働き手不足を前提として、生産性の向上を図る



• 介護職ではない職員（介護補助者）の採用

→ 専門職である介護福祉士がご利用者のケアにより多くの時間を

割くことができる。

介護補助者業務内容・・・食事の下膳、食後テーブル拭き

掃除、物品補充等

課題1：働き手不足を前提として、生産性の向上を図る



• 施設、病院、居宅関係機関との情報共有

→ 佐渡ヘルスケアナビ「りんくる」等の活用

ご利用者への説明、同意を得て登録者の増加

• その他、ACP（アドバンス・ケア・プランニング）への理解
→ ご利用者、ご家族の意向を確認、今後について共有

課題2：医療・関係機関との連携



• 医療材料や水道光熱費等の物価高騰、設備の劣化に伴う修繕費

→ 補助金の活用

介護報酬の改定に期待・・・

課題3：運営に必要な費用の増加



ご清聴ありがとうございました


	スライド 1: 令和７年度　 『佐渡の医療福祉の将来を考える』
	スライド 2: 目次
	スライド 3
	スライド 4: 介護老人保健施設 相川愛広苑
	スライド 5: 介護老人保健施設 相川愛広苑
	スライド 6: 　リハビリ室
	スライド 7: 浴　室
	スライド 8: 談話室
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13: 課題1：働き手不足を前提として、生産性の向上を図る
	スライド 14: 課題2：医療・関係機関との連携
	スライド 15: 課題3：運営に必要な費用の増加
	スライド 16

